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アーバンデザイン
スクール運営委員会

愛媛大学
松山大学
聖カタリナ大学
松山東雲女子大学

まちなかの
スクールアドバイザー

松山市

松山市民・企業
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サポートアーバンデザインスクール生徒
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ガイダンス

5/27
まち歩き

ワークショップ

6/16
テーマ決め

ワークショップ
9/22

中間報告会

企画の実施検討・
地元関係者との協議

プロジェクトの
現状分析

企画立案 プロジェクト
企画の実施

まちづくり
レクチャー

テーマ
①「マーケティングの視点から見るまちづくり」 ( 河内先生 )
②「都市計画について」 ( 片岡先生・小野先生 )
③「まちづくりの進め方」( 前田先生 )

12/16
活動報告会

　松山アーバンデザインスクールとは、将来のまちづくりの担い手を育成及び、
まちなかのファンを増やすことを目的とした「まちづくりを実践的に学ぶ市民参
加型の学習プログラム」である。
　松山アーバンデザインセンターが母体となり、松山市内の 4 大学（愛媛大学・
松山大学・聖カタリナ大学・松山東雲女子大学）の教員が運営委員会を組織して
活動を遂行しており、まちなかのスクールアドバイザーとして、まちづくりを実
践されている方、地域の商店主の方、NPO、まちづくり組織など、各分野で活
躍している方からも支援を受けている。
　スクール生はプロジェクトチームにわかれ、まち歩きやレクチャー、ワーク
ショップを通じてまちの課題や魅力を発見し、地域住民との意見交換、協働を経
て、その中で自ら成長していくと共に、まちの歴史や文化に根ざした松山市なら
ではの魅力的なまちづくり活動に結実させていく。
　1 期目では、25 名のスクール生が 7 つのプロジェクトを、2 期目では 29 名の
スクール生が、7 つのプロジェクトを実践した。3 期目では、28 名のスクール生
が 6 つのプロジェクトを実践するに至った。
　本成果報告書では、3 期生が取り組んだプロジェクトについて報告する。

松山アーバンデザインスクールとは

スケジュール
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１．企画の背景と
　　かやまち商店街の現状分析　　 

かやまち商店街は、新旧さまざまな個
人商店が並んでおり、個々のお店の魅
力を紹介して商店街を盛り上げたいと
いう想いで活動を開始した。はじめに、
かやまち商店街の現状を分析すべく次
の①～③の調査を行った。
①かやまち商店街の歴史と地区の特徴

かやまち商店街は、松山城を築いた加
藤嘉明が築城の際に、伊予郡松前町か
ら商人を連れてきてできた松山で最初
の商店街という歴史がある。

かやまち商店街位置図

　　　　　　　　　　　　　　Google マップより

古町駅の少し東、徒歩５分の立地。西
堀端２本西の南北の通りで、平和通から
阿沼美神社少し南までをかやまち商店
街という。卵の専門店、食パンの専門
店、角打ち（立ち飲み）ができる酒屋な
ど、個性あふれる専門店が並んでいる。

店主が商品の説明をしながら販売する
対面販売の個人店が多い。また、かや
まち商店街が位置する味酒地区は松山
市の内でも特に小学生が多い地区であ
る。市内平均のほぼ倍の児童数を抱え、
これは平成 27-28 年では市内 1 位、平成
29 年では市内 2 位である。しかし、商
店街には子どもたちの姿が見えない。
児童数の比較
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そこで、小学生たちがどこで遊んでい
るのかを調査をすることにした。
②子どもの遊び場所調査

16 時～ 18 時の時間帯の 30 分間、か
やまち商店街付近の萱町公園、阿沼美
神社、南味酒公園の利用者を調査した。
子どもの遊び場所調査の結果

平日① 平日② 土日
萱町公園 7 人（4 人）24 人（17 人）15 人

（13 人）
阿沼美神社 1 人（0 人）1 人（0 人） 0 人（0 人）
南味酒公園 6 人（4 人）6 人（3 人） 7 人（7 人）

かやまちクラブ
～知る・学ぶ・楽しむ商店街～ 岡林千夏（愛媛大学２回生）

髙木里歩（愛媛大学２回生）
田所佳奈（松山市役所）
渡部敦大（伊予銀行）
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　6 月 30 日の輪越まつりの際には 3,000
人ほどの参加者があり、多くが小学生で
あった。それに比べて、調査場所で遊
んでいる子どもは少なかった。そこで、
直接子どもに遊び場所のヒアリングを
行うことにした。
③天神祭での調査

かやまち商店街組合会長の日下部さん
と味酒地区まちづくり協議会事務局長
の村上さんと協議の上、7 月 24 日開催
の天神祭でのじゃんけん大会を手伝う
ことを条件に天神祭の参加者へヒアリ
ング調査をさせていただくことにした。
ヒアリング調査は、子どもと大人それ
ぞれに対して別々の質問をした。

まず、子どもに対しては、かやまち商
店街周辺の地図を見ながら、普段どこ
で遊んでいるか、お気に入りの場所は
どんなところかを聞いた。

 

天神祭　子どもの遊び場所調査の様子

次に、天神祭に参加している大人（主
に小学生の親）に対して、「かやまち商
店街へ行くか」「利用者から見た印象」

「利用しない理由」を質問内容とし、約
50 人にヒアリング調査を行った。
かやまち商店街へ行く人・行かない人の意見

かやまち商店
街へ行く人の
意見

・エルベをよく利用する
・武田商店をよく利用する
・ほかのお店で買うより安い
・一本堂のパンを買いに行く
・新鮮な野菜がある
・お店の人が優しい

かやまち商店
街へ行かない
人の意見

・普段は車で移動しており、
　駐車場がないので行かない
・フジグランに行ってしまう
・今日はお祭りで来たが近くに
　住んでいない
・自転車をどこに留めればいいか
　分からない
・安くていいなとは思っているが、
　店内に入るまでは踏み出せていない

これらの調査によってわかったことは、
以下のとおりである。
・小学生は商店街付近で遊んではいない
が、かやまち商店街は通学路であり、商
店街はよく通ることがわかった。
・大人で、既にかやまち商店街を利用し
ている人はお店の人が優しいなどの満
足度が高いが、行ったことがない人は
最初の一歩が踏み出せていないことが
わかった。
　これらの調査から、かやまち商店街周
辺に小学生が多いが、子どもの遊び場は
バラバラであり、これをもとに商店街
のにぎわいを考えるのは難しそうであ
ると考えた。一方で、小学生が多いと
いうことは子育て世代が多いというこ
とであるが、親御さんたちは個人店に
入る一歩が踏み出せていないようであ
る。この一歩を改善すれば、かやまち
商店街がにぎわうのではないかと思い、
私たちで何かできないか考えてみるこ
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とにした。

２．地元の想いと企画立案に向けて
かやまち班が天神祭に参加したこと

で、かやまち商店街組合の日下部氏、中
野氏、味酒地区まちづくり協議会の村
上氏と親交を深めることができた。そ
の中で、それぞれの想いを伺ってみた。
①味酒地区まちづくり協議会　
　村上氏の想い

「まちづくり協議会の地域振興部として
かやまち商店街でイベントを行い、世
代を超えて交流するまちづくりをした
い。かやまち商店街が人が集まる場所
になって欲しい。」
②かやまち商店街　日下部氏の想い

「かやまち商店街は『人情あふれる商店
街』をコンセプトにしている。まちづく
り協議会地域振興部の部長になったが、
イベントを行うにしても商店街で行っ
ている輪越まつりや天神祭と同じよう
なもので良いのか、検討中である。」

味酒地区まちづくり協議会は、平成
29 年 4 月に結成され、地域振興部では、
かやまち商店街で地域の人がにぎわい
交流できるイベントを検討中だった。そ
のような経緯もあり、協議の末、まち
づくり協議会とかやまち班で一緒にイ
ベントを行うこととなった。

現状、かやまち商店街の良さ（店主の
優しさ＝人情）は利用経験のある一部
の利用者にしか伝わっていない。対面
販売を通しての店主とお客様の交流が、
かやまち商店街の魅力であり、最初の一
歩が踏み出しにくい原因でもあると考
えたので、お店に入るハードルを下げる
ようなイベントを企画することにした。

３．かやまちクラブができるまで　 
まず、商店街の店主の方に、講師とし

てお店の外に出てきていただく学習会
形式のイベントを考えた。しかし、店主
はお店での仕事が忙しく、実現が難し
かったため、イベントの際にお店で買い
物することを組み込み、店頭で小学生か
らの質問に答えていただく形式にした。
また、継続実施を視野に入れ、店主の負
担をできるだけ少なくし、協力いただ
くお店で参加者が買い物をすることで、
お店にもメリットがあるような組み立
てとした。

対象は小学生と親御さんの親子ペアと
した。理由は、小学生が多い地区である
ことと、対面販売に慣れていない年代で
あるからである。このイベントを通し
て、小学生にはかやまち商店街で過ご
した楽しい想い出をもってもらうこと、
親御さんにはかやまち商店街での対面
販売への心理的ハードルを下げる機会
を提供することを目標に企画づくりを
行った。

第１回として、八百屋で買い物した野
菜・果物を使ってミックスジュースを
つくるイベントを企画した。

ミックスジュース試作品

八百屋（武田商店・丸五青果・エルベ
２４）には日下部氏が連絡、依頼、説
明をしていただいた。
参加者の募集については、村上氏が味
酒小学校や児童クラブに働きかけて募
集していただいた。継続して開催案内
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を行うため、私たちの活動を「かやま
ちクラブ」という名称にした。

４．第１回かやまちクラブ流れ　　
第 1 回かやまちクラブは、「新鮮野

菜・果物でミックスジュースをつくろ
う！！」と題し、土曜日の午前と午後に
一回ずつ開催した。各回はそれぞれス
タッフが見守れる最大人数として、親子
のペア 3 組を上限として募集し、定員に
達した。子どもは兄弟姉妹である場合
もあり、のべ 14 名の参加となった。概
ねの流れは次の①から⑤の通りである。
これを午前・午後ともに行い、その間の
時間帯には、紙芝居屋である「えっちゃ
ん」に来ていただき、子ども向けに紙
芝居の上演を行った。
①八百屋で野菜・果物を購入

まず、くじ引きで各親子の向かう八百
屋を決めた。その後、それぞれの親子が
八百屋へ行き（スタッフ一名が付き添
い）、野菜・果物の新鮮さや旬、味等の
見分け方に関するの豆知識を店主に尋
ねてもらった。この店主とコミュニケー
ションをとるプロセスが、対面販売へ
の心理的な抵抗感を払拭するために効
果があると考えた。

野菜・果物の購入費は、1 組につき
500 円を味酒地区まちづくり協議会から
補助いただいた。500 円を超える場合は、
参加者に負担いただくこととした。ま
た、質問の内容を買い物に行く前に考
えたり、店主からの答えを記入できる
ようにワークシートを作成し、書き込
みながら進行した。
②ミックスジュースづくり
買ってきた野菜・果物を包丁でカット
し、配分のバランスを検討し、ミキサー

にかけてミックスジュースをつくった。
どの親子も、親御さんの的確なご指導
があり、刃物の扱いや配分バランスな
どについては失敗することなく安定的
な運営ができた。

ミックスジュース作成の様子

③ミックスジュースの試飲と豆知識発
表

３組の親子で互いにつくったミック
スジュースを飲み比べしながら、ジュー
スに入っているものや、八百屋で聞い
た野菜・果物の豆知識を発表してもらっ
た。例えば、開催日の旬の野菜がかぼ
ちゃであると聞いたことや、りんごの
種類によって味がどのように違うのか
を発表した。子ども達は発表すること
がとても嬉しそうで、得意げに発表し
てくれる子どももいた。
④審査・表彰

その後、ミックスジュースの審査会を
行なった。審査員（村上氏、日下部氏、
UDCM 尾崎先生）がすべての親子の
ミックスジュースを飲み比べ、それぞ
れもっとも美味しかったものを発表し、
その味について講評コメントをしても
らった。一等賞を決めるというよりも、
それぞれのジュースのよさを面白くコ
メントし、笑いの絶えない審査会となっ
た。最後に審査員から表彰状を贈った。
また、参加賞として、ミックスジュー
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スと一緒に撮影した親子の写真を急い
で写真屋に持って行き、審査会・表彰
式の間にプリントを済ませ、閉会の直
前にサプライズでプレゼントした。
⑤記念撮影

子ども達の思い出づくりという目的も
あるため、最後に記念撮影を行なって
閉会とした。

記念撮影（午前の部）

かやまちクラブの概要
企画名 第１回かやまちクラブ

～新鮮野菜・果物でミックスジュース
をつくろう！！～

実施日時 2017 年 11 月 18 日（土）
（午前の部）10:00 ～ 12:00
（午後の部）13:00 ～ 15:00

実施場所 かやまち商店街くさかべ書店
参加者数 親子 6 組　計 14 名
企画財源 味酒地区まちづくり協議会　より

・買い物資金（500 円× 6 組）
・ミックスジュース割材（水、飲むヨー
グルト、牛乳）
・消耗品（紙コップ、洗剤、ハンドソー
プ　等）
・ミキサーレンタル代（１台分）他
松山アーバンデザインセンター　より
・子ども用　包丁・まな板購入代

５．成果と今後について　　　　　 
イベント参加者の保護者へアンケー

トを実施した結果、イベント満足度は 6
組すべてが 4 段階で最上の「大変満足」
と回答した。また、イベントで訪れた
八百屋に 6 組すべてがまた行きたいと回

答した。イベントで訪れた際に、店主が
レンコンに霧吹きをしていたことで会
話がはずみ、今晩のメニューをレンコ
ンの天ぷらにすると決めてイベント後
に買って帰る親子もいた。次回以降も 2
～ 3 ヶ月に 1 回の頻度で開催を希望す
る意見が出た。
参加者からの次回以降の企画の提案

・子供たちが製作したり体験できる企画
・商店街を利用しての物づくりの企画
・工作 ( 木 )
・本の朗読大会
・お買い物 ( 計算しながらぴったりを狙う )
・一本堂のパンと野菜と卵でサンドイッチ作り

　後日、かやまちクラブを一緒に実施し
た村上氏、日下部氏、中野氏と反省会を
行った。来年度は年4回（5月、7月、10月、
2 月予定）の開催をしようと次回以降の
開催に意欲的になっていただいている。

また、今回はくさかべ書店の店頭での
開催だったため、通行する方にも注目い
ただいた。次回以降は、かやまち商店
街にできる「かやまちカフェ」という
交流スペースでの開催を検討している。
　かやまちクラブは商店街のお店の協
力なしでは開催できないので、今後も継
続的に商店街の他のお店や地域の方々
の協力を求めていきたいと考えている。
ご協力いただいた方　　　　　　　　　
日下部正直さま（かやまち商店街振興組合会
長　及び　味酒地区まちづくり協議会地域振
興部長）／中野誠さま（かやまち商店街振興
組合）／村上八郎さま（味酒地区まちづくり
協議会事務局長）／武田商店さま／丸五青果
さま／エルベ 24 さま／武知悦子さま（絵本
コーディネイター　おはなし屋えっちゃん）
／味酒小児童クラブのみなさま／尾崎信先生
／ UDCM スタッフのみなさま
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Appendix    　　　　　　　　　　　　
活動スケジュール
6 月 16 日　 アーバンデザインスクールでグループ

結成
6 月 29 日　 味酒地区まちづくり協議会事務局長　

村上氏ヒアリング
6 月下旬～
7 月上旬

かやまち商店街付近の小学生の遊び場
所調査

7 月 12 日　 かやまち商店街組合会長　日下部氏　
ヒアリング

7 月 24 日　 かやまち商店街　天神祭　ブース出展
かやまち商店街付近の小学生の遊び場
所調査と大人へのヒアリング調査実施

8 月 24 日　 日下部氏、中野氏、村上氏へ各種調査
結果報告

9 月 20 日　 日下部氏、中野氏、村上氏とかやまち
クラブ打ち合わせ①

9 月 29 日　 日下部氏、中野氏、村上氏とかやまち
クラブ打ち合わせ②

10 月 11 日 日下部氏、中野氏、村上氏とかやまち
クラブ打ち合わせ③

11 月 10 日 ミックスジュース試作
11 月 15 日 かやまちクラブ前最終打ち合わせ
11 月 18 日 第 1 回かやまちクラブ開催
12 月 3 日 かやまちクラブ反省会
2 月 16 日 日下部氏、中野氏、村上氏と来年度の

かやまちクラブに向けて打ち合わせ
5 月　 第 2 回かやまちクラブ開催予定

メディア掲載
愛媛新聞（紙面・ONLINE）／愛媛 CATV
／まちづくり協議会通信（松山市）

　　　　　　　　　　まちづくり協議会通信 Vol.16
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１．伊予絣に着目した理由　　　　
この企画は、松山は住みやすいけれど

あまり特徴がない、友達が松山に来た時
に紹介できるネタが少ない、地域資源
をうまく活用すればもっと松山が賑わ
うのでは？と思ったことをきっかけに
始めた。最初に班員それぞれで松山の
地域資源を調べ、興味を持ったものに
ついて話し合った。そこで出た「伊予絣」
は班員全員が知らず、松山の地域資源
として浸透していないのではと考えた。

伊予絣について調べてみたところ、
二百年前からあり、かつて生産量日本一
だったことや、日本三大絣の一つであ
ることなど、愛媛県が誇れる地域資源
であることが分かった。私たちの班は、
松山＝〇〇を新たに作り、観光客の満足
度を高めたいという思いで結成された。
そこで、多くの人に知られていない地域
資源である「伊予絣」を使った私たち
の活動によって、松山＝伊予絣のイメー
ジの形成ができるかもしれないと思い
着目した。

私たちが題材とする「伊予絣」とは、
松山で作られている絣で、江戸時代後期
に今出の鍵屋カナさんが考案したもの
である。久留米，備後絣とともに日本三
大絣の一つとされている。明治の中頃か
ら全国的に人気を博し、昭和 10 年には、

全国の絣における 53％のシェアを誇っ
ていた。

しかし今では衰退し、私たちに身近な
ものではなくなってしまっている。伊
予絣衰退の最大の要因は、大正末から
昭和初めにかけての衣生活の構造的変
化にあったとされている。伊予絣の製
品自体を変化に合わせて革新するとい
うことは、まず不可能であり、足踏織機、
力織機の遅ればせの導入によって、工賃
と商品価格の低額化をすることで対応
せざるをえなかった。しかし、戦時体
制により綿糸の供給が統制され、人造
絹糸が代わりとして登場したことで、伊
予絣は原料と市場の両面からはさみ討
ちを受け、衰退していくことになった。

近年では、伊予絣の衰退の原因として
次の三つがある。一つ目は、需要の減少
である。伊予絣は昔はフトン地や着物、
戦前からは東日本のモンペとして使わ
れていたが、今は農家も減り、モンペを
着用しなくなったのが大きい要因であ
る。おしゃれ着と民謡の踊り用に東北か
ら注文があるが、今は民芸品用が主であ
る。二つ目は、伊予絣の有力な経営者が
タオルに転換し、伊予絣に力を入れな
くなったことである。三つ目は、松山
市は観光地であり商工業が盛んなので、
婦女子の働き場所が多く、近郊農村の労

伊予絣班
伊予絣でハンドメイドアクセサリー体験 石川茉帆（松山大学 2 回生）

柴田萌  （松山大学 2 回生）
治京伽奈（松山大学 1 回生）
田中友理（愛媛大学 1 回生）
武井泰子 (BeL tempo)
竹中優子 ( 社会人 )
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働力が、伊予絣よりはるかに有利な方
面に就職できることである。備後・久
留米に比べ松山の労働賃金は最も高い。

このように様々な要因によって伊予絣
は衰退したのである。実際に私たちの生
活の中で伊予絣を目にする，触れる機会
はあまりないと言える。もし伊予絣を目
にしても、色や柄が若者向けではない
ため、あまり関心を持てないのではな
いだろうか。これが、伊予絣が日本三
大絣の一つと言われながらも多くの人
に知られていない理由だと考えられる。

そこで、まずは伊予絣を目にしてもら
う機会をつくり、伊予絣に触れ興味を
持ってもらう。このようにして、伊予
絣が松山における歴史的な地域資源で
あるという認識を、多くの人に形成し
てもらうということをこの企画の目的
とした。

松山市久万ノ台にある伊予かすり会館

２．ワークショップの開催に向けて
私たちが開催場所とした道後温泉は、

楽天トラベルが毎年発表している「コ
コロ潤う。おんな一人旅に人気の温泉
地ランキング」 において、3 年連続 1 位
である。また、環境省・観光庁後援の「温
泉総選挙 2016」でも女子旅部門第 1 位
を獲得するなど、女性から熱い視線を
集めている。

そこで、道後温泉へ観光に来た女性を
対象とし、伊予絣を使ったアクセサリー
のハンドメイド体験ワークショップを
開催することにした。アクセサリーは、
ヘアゴム・ブローチ・ピアス・イヤリン
グの四種類を設定した。伊予絣の生地か
ら自分好みの柄を選び、完成したアク
セサリーに好きなパーツを付けること
で、自分だけのオリジナルアクセサリー
を制作することができるようにした。

この活動の大元となる伊予絣は、高価
なため中々入手方法が決まらなかった。
しかし、もぶるテラスによく来られる八
木百合江さまが、織っていたという絣を
譲ってくださるということで、絣を使っ
た活動を無事に進めることができた。

様々な柄の伊予絣をいただいた

３．活動内容　　　　　　　　　　 
当日は、体験を希望する方に伊予絣の

性質や歴史をまとめたパワーポイント
を見ていただき、伊予絣についての理解
を深めてもらった。その後ワークショッ
プに移り、班員が一対一で教えながらア
クセサリーを作ってもらった。客層と
しては、親子連れが大半だったが、外
国人観光客、若い方にも興味を持って
もらえた。

ワークショップだけでなく、地域に存
在する伊予絣について知ってもらおう
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と考え、どこに伊予絣が置いてあるか
などの情報を載せたマップを作成した。
班員が実際に視察し製作したため、他
にはないマップをつくることができた。
伊予かすり会館さまには、伊予絣につ
いて書かれた冊子 , 伊予かすり会館のパ
ンフレットを頂き、紹介するとともに
配付した。チラシはもぶるテラス , 道後
観光案内所に置かせていただき宣伝し、
当日は道後温泉旅館協同組合さまにテ
ント、イス、机をお借りしワークショッ
プを開催することができた。

１日目は、テントの下でパイプ椅子
を使って、ハンドメイド体験を行った
が、観光に来た人が入りづらい雰囲気に
なってしまっていた。２日目は初日の反
省を踏まえよりお客さんが入りやすい
雰囲気になるよう、陽当たりの良い場所
で行うことにした。また、テントは受付
の上だけにし、パイプ椅子からもぶるテ
ラスの木製の丸イスに変更することで、
柔らかく、入りやすい雰囲気づくりに努
めた。その甲斐もあってか、１日目よ
り多くの方々に覗いて声をかけてもら
い、興味を持ってもらうことができた。
場所を変更したことにより、外から子
どもたちや親子連れが楽しそうにワー
クショップを行っている様子が見られ
るため、特に、興味を持つ高齢者や外
国人観光客が増えたと考えられる。

企画の概要
企画名 伊予絣を広めよう！～伊予絣でハンドメ

イド体験～
実施日時 2017 年 12 月 2 日（土）・３日（日）
実施場所 道後温泉駅前放生園

企画内容 伊予絣を利用したアクセサリー ( ヘアゴ
ム，ブローチ，ピアス，イヤリング ) の
ハンドメイド体験。伊予絣の歴史をパ
ワーポイントで紹介する。

参加者数 20 人
収支 収入 11,500 円（ワークショップ体験料）

支出 20,013 円（アクセサリーのパーツ
等）

ワークショップ当日の様子

ワークショップで使用したアクセサリー

４．ワークショップを終えて　　　
　ワークショップを体験してもらえた
のは２０名とあまり満足できる数では
なかった。しかし、人目につきやすい
場所でワークショップを行ったことで

「絣は知っていたけれど伊予絣は知らな
かった」という観光客の方からの声や、

「昔伊予絣を織っていた」、「母親が伊予
絣を持っていた」という地元の方の声を
聞くことができた。また、私たちは女
性の観光客をターゲットにしていたが、
実際に体験したほとんどが家族連れの
方であった。「お母さんに作ってあげる」
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という子や、「孫に作ってあげたい」と
いう方もいた。たくさんのビーズがある
中でどんなのにしようか迷いながらも、
多くの方に楽しんでいただき、自分だ
けのアクセサリーが出来ると「かわい
い」と喜んで下さっていた。２日間の活
動を通して、地元の方や家族連れの方
からの反響があるとは想像しておらず、
伊予絣には潜在的な需要があるのでは
ないかと感じた。

このワークショップを終えて、伊予絣
の存在を知ってもらいたいという私た
ちの思いを高齢者から親子連れという
幅広い年代の人に伝えられたと考えて
いる。
 今後は、八木さまから頂いた絣をもぶ
るテラスに展示するなどして、「伊予絣」
が松山の地域資源として再び脚光を浴
びるよう努力したい。
ご協力いただいた方々　　　　　　　　
伊予かすり会館さま／纐纈建人さま／道後温
泉旅館協同組合さま／八木百合江さま

参考文献　   　　　　　 　　　　　　　   
愛媛県生涯学習センターデータベース『えひ
めの記憶』
http://www.i-manabi.jp/system/regionals/re-
gionals/ecode:2/45/view/5804（参照日：2018
年 3 月 10 日）
http://www.i-manabi.jp/system/regionals/re-
gionals/ecode:2/36/view/5002（参照日：2018
年 3 月 10 日）

Appendix    　　　　　　　　　　　　    
活動スケジュール
７月 各自で道後の偵察

地域資源を調べ共有→伊予絣に決定

7 月 23 日　 グループで道後の偵察
8 月 9 日　 伊予かすり会館で歴史を学ぶ
9 月 八木さまに絣を頂く

9 月 22 日　 企画の中間発表
9 月 30 日　 伊予かすり会館で支配人から伊予絣

について学ぶ
10 月　 伊予かすり会館訪問
10 月 29 日　「みんなのヒミツ基地」まちづくりア

イデア発表
9 月 24 日　 イベントの準備、チラシ，マップ，

試作品作成
10 月 15 日 道後温泉旅館協同組合さまに挨拶、

打合せ
10 月 22 日 伊予かすり会館でパンフレットを頂

く
11 月 24 日
11 月 29 日 グループ内で打合せ

11 月 30 日 道後観光案内所にイベントのチラシ
を配布

12 月 2 日
12 月 3 日　 ワークショップ

12 月 14 日 グループ内で打合せ
12 月 16 日　最終報告会
12 月 27 日　絣をくださった八木さまにお礼

道後温泉

飛鳥乃湯泉

子規記念博物館：絣の制服

道後公園内：伊予絣の記念碑

放生園

からくり時計

正岡子規像

こんなものもあるよ！

map

飛鳥乃湯泉：ロビーのれん

★道後観光案内所

道後公園

●子規記念博物館

店頭に

貴重な

織機が！

歴史感じる貴重な絣があるよ

ネクタイ

シャツ

など

ランチョン

マットや

小物など

きんちゃく袋や小物など
反物やお洋服など

残念ながら改修中!

2018秋にオープン予定

お洋服・バッグ・

テーブルセンター

など

椿の湯

Matsuyama DOGO kasuri map

道後温泉駅

奥の方においてあ

るお店も多いので、

どうぞ

お気軽に！

久万ノ台にある

伊予かすり会館も

行ってみてね！ かわいいものや

渋いもの・・いろ

いろ！

とても楽しい

作成した伊予絣マップ
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１．Nexus について　　　　　　　
まちづくりを実践的に学ぶプログラム

「アーバンデザインスクール」の 3 期生
のなかで、『農作物の販売』に興味があっ
たグループと『作物の生産・循環型社会』
について興味があったグループが、「農
業」というテーマで融合した社会人と
学生のグループである。プロジェクト
メンバーは、高橋美有（愛媛大学 3 年生）・
福永晃（愛媛大学 2 年生）・吉田勇樹（愛
媛大学 1 年生）・松山玲奈（愛媛大学 1
年生）・平田晋太郎（社会人）である。

農家さんの収穫現場

２．花園町通りをプロジェクト
　　実践の場とした理由　　　　　

花園町通りの現状課題として、次の
２つの点が挙げられていた。１つ目に、
松山市駅から市役所・城山公園方面へ
の通行路になっており、人々が滞留す
ることが少ないということ。２つ目に、
花園町通りの景観を作り上げている要

素としてマンション・飲食店・学習塾な
どがほとんどであり、統一感がないとい
うことである。人が「通りすぎる」だ
けであり、銀天街や大街道のように「そ
こを目的地として訪れる人が少ない」と
いう問題があった。

そんな中私たちには、花園町通りの改
修工事が終了するのをきっかけに、人
が集まる場を設け、 賑わいを作り出した
いという思いがあった。
　そこで、私たちのプロジェクトとし
て、花園町通りで開催される「お城下
マルシェ」に、農業をテーマとしたブー
スを設けることを企画した。

３．企画の目的　　　　　　　　　
私たちの企画には、大きく分けて 2 つ

の「キーワード」がある。1 つ目が『生
産者と消費者の繋がり』、2 つ目が『食
物の循環』である。
　私たちの企画を通して、消費者と生
産者をつなぎ、人々が滞留する空間を
作ることで、「作る、食べる、廃棄する」
という食物循環を、様々な方法で体験し
てもらうという目標を掲げた。具体的
には、「みかんの詰め放題」や「木にぶ
ら下がっているみかんを切ってもらう、
簡単な収穫体験」、「食べ終わった後の
みかんの皮をツリーを再利用したみか

Nexus
農業とまちづくり 高橋美有（愛媛大学 3 年生）

福永晃（愛媛大学 2 年生）
吉田勇樹（愛媛大学 1 年生）
松山玲奈（愛媛大学 1 年生）
平田晋太郎（社会人）
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んツリーの制作」などを企画した。

実施した企画概要
企画名 みかん詰め放題＆収穫体験
実施日時 2017 年 11 月 19 日（日）
実施場所 花園町商店街

企画内容 みかんの詰め放題と木からみかんを
収穫してもらう

参加者数 約 100 人

収支 収入　15,900 円
支出　12,000 円

企画名 みかん詰め放題＆
みかんツリー制作

実施日時 2017 年 12 月 10 日（日）
実施場所 みんなの広場

企画内容 
みかん詰め放題と食べ終わった後のみ
かんの皮をツリーのオーナメントとし
て再利用し、みかんツリーを制作する

参加者数 15 人

収支
収入　2,000 円
支出　1,500 円

４．事前準備　　　　　　　　　 　
農業に関して「ド素人」な私たちがこ

の企画を実行するためには、協力してく
ださる農家さんが不可欠だった。そこ
で、農家さん探しと企画決めを、同時並
行で進めていくことにした。開催時期
を 11 月に定め、それに伴い、販売する
作物を旬なものである柑橘、とりわけみ
かんにすることにした。そこでメンバー
の知人の紹介で、みかん農家さんであ
る野本昌平さんと知りあい、協力して
もらう運びになった。野本さんを Nexus
の輪に加え 6 人で企画の話し合いを進
めることになった。企画に関して「花
園町商店街の飲食店の人たちとコラボ
した試食会」や「野菜・みかんの栽培キッ
ト作成イベント」などいくつかの案が出
たが、許認可の関係などを考慮し、最
終的にみかんの袋詰めとプチ収穫体験、

情報誌の配布を行うことにした。
　みかんの袋詰めやプチ収穫体験では
消費者が農家さんと実際に話をするこ
とができ、交流をすることによって、消
費者と農家さんをつなげることが出来
るのではないかと考えた。また、「食物
の循環」と「野本さんの農業に対する想
い」をテーマにした情報誌を配布するこ
とで農業や食物についてもっと知って
もらいたいと考えた。これらの活動を
することで、少しでも花園町通りに人々
が滞留してほしいと思った。
　それと並行して、私たちの企画を持
続可能なものにしたいと思い、２つ目
の企画として 12 月にイベントをするこ
とにした。11 月のイベントで収穫体験
をしてくださった消費者の方々に再度
来てもらえるように、愛果 28 号の引き
換え券を渡すことにした。
　12 月のイベントの企画内容として、
みかん詰め放題、生絞りホットみかん
ジュースの提供、みかんツリーの制作を
することにした。みかん詰めや生絞り
ホットみかんジュースを企画した理由
としては、前回のコンセプトと同様に、
消費者が農家さんと実際に話をするこ
とによって、交流を深めることにつな
がるのではないかと考えたからである。
またみかんツリーとは、食べたあとのみ
かんの皮を乾燥させ、それを飾り光ら
せることでできる、幻想的で新しいク
リスマスツリーである。このツリーを
通して、普段はただ捨ててしまってい
るみかんの皮を活用できる事例を紹介
することで、少しでも食物の循環につ
いて感じてもらいたいと思い企画をし
た。その際、NPO 松山まつりイケメン
連代表の岡本真輝さんにご協力を依頼
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することにした。岡本さんとのミーティ
ングを通して、みかんツリーの制作方
法などに協力をいただいた。

５．当日の運営（企画実施）　　　  
11 月 19 日、花園町通りで行われた「お

城下マルシェ」に出店した。ブースを１
つ借り、事前準備段階で話し合ってい
た通り「みかんの袋詰め」と「みかん
の収穫体験」を行った。当日は、城山
公園で行われていた「松山産業まつり」
に出かける人も多く、花園町は通行人
でとても賑わっていた。家族連れで来
ていた方々や、みかんを安く買いたい
人たちをターゲットに宣伝広報を行っ
た結果、営業終了間際に無事完売した。
みかんの詰め放題で 14,800 円、収穫体
験で 1,100 円の売上を計上した。実際に
購入してくださった方は、家族連れや
学生、ご年配の方など幅広い層であっ
た。特に家族連れのお子さんが、みか
ん詰め放題や収穫体験をする姿は、場
の雰囲気を和ませ、テレビでもその様
子は放送された。そのような雰囲気に
足を止めて下さる方もおり、私たち自
身も通りがかりの方の興味を引くため、
試食やチラシ配りなども行いながら企
画内容を進めることが出来た。
　また第 2 弾として 12 月 10 日に行った
イベントのみかん詰め放題＆みかんツ
リー制作会も、企画どおりに実行でき
た。みかん詰め放題は前回同様楽しんで
いただくことができ、新しい試みであ
るみかんツリー制作会も事前に用意し
た乾燥みかんを使い、成功させること
が出来た。しかし、営業開始直後に降っ
てきた雨により気温も急降下し、通り
を歩く人の量が大きく減少。前回ほど

の売上を達成することはできなかった。

11 月 19 日のイベントの様子

12 月 10 日のイベントの様子

６．成果の課題・今後の展望　　 　
１番の成果としてあげられるのは、「消

費者と生産者をつなぎ、人々が滞留する
空間を作る」という目標を、小規模な
がらも達成することができたことであ
ろう。両イベントともに、みかん農家
の野本さんに来ていただき、買っても
らうお客さまへそのみかんのこだわり
や作ってきた過程を話していただいた。
みかんへの熱い想いやこだわりに心打
たれて購入したお客さまも多くいたよ
うに思う。その方々が購入したみかんを
食べる際は、いつもスーパーで購入し
ていて食べる時とは少し違う思いで口
にしていたのではないかと想像できる。

また、その話している風景や子どもが
収穫体験をしている姿を多くのメディ
アに取材され放映されたことも、成果の
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１つであろう。「お城下マルシェ」の翌
日に愛媛新聞に掲載していただき、あ
いテレビの「よるまち」でも取り上げ
られた。報道を目にした人に対しても、
私たちのコンセプトや生産者である野
本さんの想いなどを伝えられたのでは
ないかと思う。
課題としてあげられたのは、屋外イベ
ントであるため、天候に左右されやす
く、天候によっては思うように客足が
伸びないということである。そのため、
屋外イベントとして開催するにあたっ
ては、天候に左右されてもいい柔軟な
計画性が必要になってくるのではない
かと思う。また、軸の１つとしていた『食
物の循環』について、２つのイベントで
は思うように伝えることができなかっ
たと考えている。この点については、今
後改善していく必要があり、いかにし
て伝えたり体験したりしてもらうかが
課題となってくるのではないだろうか。

今のイベントの規模はまだ小さく、私
たちが伝えたいことをまだ十分に伝え
きれていない状況であることを考える
と、今後活動を続けていくにあたり、こ
の Nexus の活動を支えていくメンバー
を増やし、少しずつ規模を大きく、伝
えられることを多くしていこうと考え
ている。

ご協力いただいた方々　　　　　　　  
岡本真輝さま（NPO 松山まつりイケメン連
代表）／お城下マルシェ関係者さま／新居田
真美さま（松山アーバンデザインセンター）
／野本昌平さま（MATSUYAMA みかん代表）
／松山アーバンデザインスクールの先生方／
渡部敦大さま（伊予銀行湊町支店）

Appendix    　　　　　　　　　　　 　
活動スケジュール
6 月 16 日　 Nexus 結成
10 月 25 日　みかん農家野本昌平さんの取材
11 月 19 日　お城下マルシェ出店
12 月 10 日　みかん詰め放題＆みかんツリー制作

会

メディア掲載
あいテレビ／愛媛新聞
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の新しい使い方を提示することにした。
プロジェクト第 1 弾は「おしゃれピク
ニック」である。ピクニックは公園の楽
しみ方としてポピュラーで、学校行事な
どで誰しも経験したことがあるだろう。
最近は「おしゃピク」というおしゃれ
なピクニックが若い女性に人気である。
Instagram などの SNS には、色鮮やかな
ドリンクや手の込んだ料理でピクニック
を楽しむ写真が多数アップされている。

おしゃピクのイメージ

単にピクニックイベントを開催するの
ではなく、流行りの「おしゃピク」とす
ることで話題性を高め、若い世代の情報
発信力を活用しようと考えた。

２．準備・関係者との調整　　　　
ピクニックをする際に、ハードルとな

るのは準備である。シートなどのグッズ
を買い揃え、弁当を作るとなると前日か
ら準備する必要がある。手間をかければ

公園まちづくり＠松山
公園を生活の軸に、賑わいの核に 中出　舞（愛媛大学１回生）

冨永真生（愛媛大学１回生）
奥村尚登（愛媛大学１回生）
松尾太聖（愛媛大学１回生）
真瀬充臣（愛媛大学１回生）
光永早織（松山市役所）

１．企画の背景と目的　　　　　　
松山市の中心市街地には、広大な芝生

広場や美術館、図書館を有する都市公園
「城山公園」があり、朝夕は学生やサラ
リーマンなどの通り道として、休日は大
規模イベントの会場として利用されてい
る。イベント時は多くの人で賑わうが、
イベントが開催されないときは、規模
に対して人はまばらで寂しい印象を受け
る。

城山公園は、中心市街地にありながら
鳥のさえずりが聴こえる豊かな自然が魅
力であり、公園内にはおしゃれなカフェ
レストランもある。私たちは、城山公園
の高いポテンシャルを活かして「公園ま
ちづくり」に取り組むこととした。

平時の城山公園 ( 堀之内地区 )

私たちの「公園まちづくり」のポリシー
は、「公園を住民にとって暮らしの軸に、
まちにとって賑わいの核に」することで
ある。そのために、まずは季節毎に公園
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その分、当日の楽しさも増すが、ピクニッ
ク文化が根付いていない現状を踏まえる
と「手軽さ」は必須である。

そこで、ピクニックグッズの貸出サー
ビスを行うこととした。手ぶらで公園に
来て、グッズをレンタルしてピクニック
をするという流れである。これなら手軽
にピクニックを楽しむことができる。

貸し出すグッズの選定は、事前にメン
バーでプレピクニックをして検討した。
会場となる芝生広場は芝の生育が良く、
想定より座り心地がよかったため、分厚
いピクニックシートではなく薄手のもの
でも十分であることが分かった。その一
方、芝の草丈が長い分、飲み物を置くと
倒れてしまい、トレーが必要であること
が分かった。

この他にも、頻繁にシートが風でめく
れるため、四隅に置く重りを作ることに
した。

さらに、ピクニックを盛り上げる雰囲
気づくりの必要性も感じたため、当日は
芝生広場を色とりどりのバルーンで飾り
付けるよう計画した。

プレピクニック

また、飲食物の販売も行うことにした。
メンバーの一人がフードトラックで移動
販売をする「ルリイロサンド」のオーナー
と知り合いで、出店料を頂く条件で交渉
し、出店が決まった。

ルリイロサンドは、フォトジェニッ
クで美味しいサンドイッチが評判だが、
市内に飲食物の移動販売者は他にもい
る。ルリイロサンドに出店を持ちかけ
たのは、城山公園で定期的な販売を目
指しているからである。ルリイロサン
ドは、すでに公園管理者と指定管理者
に城山公園内での定期的な販売を交渉
していたが、民間事業者の営業活動に
当たるとしてハードルが高く、販売で
きる方法を模索していた。イベントで
の販売はハードルが低いため、実績づ
くりとして出店していただけることに
なった。

ルリイロサンドのサンドイッチ

さらに、ピクニックのアクティビティ
として、ヨガを行うことを考えた。ヨ
ガは女性に人気があるので、今回のイ
ベントにちょうど良いと思い、知人
の伝手で講師に協力を依頼したもの
の、残念ながら、講師のスケジュール
の都合がつかなかった。別の伝手をた
どったところ、トレーニングスタジオ
のオーナーやスポーツメディア運営者
と繋がることができた。趣旨を説明す
ると、ヨガだけでなくピラティスもし
てはどうかと提案していただいたので、
Facebook でアンケートを取ることにし
た。ヨガ、ピラティスだけでなく、キッ
クボクササイズを候補に加え、どのア
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クティビティに参加してみたいかを調べ
た。結果、ヨガが断トツ人気で、当初の
予定通りヨガを行うこととした。ただし、

ボクササイズは男性に人気があると分
かるなど、Facebook のフォロワーとイ
ベント内容を決める過程は意味のあるも
のだと感じた。なお、雨天により 2 回延
期した関係で、実際には最初に交渉した
方に講師をしていただき、トレーニング
スタジオのオーナーとスポーツメディア
運営者にはヨガマットを貸していただい
た。

Facebook アンケート

フォトジェニックの仕掛けとして、
フォトプロップスをつくるワークショッ
プを開催することにした。フォトプロッ
プスとは、写真を撮られるときに手に持
つアイテムで、結婚式などで使われるこ
とが多い。フォトプロップスがあれば
ポーズに困らず「インスタ映え」として
も良い。

当初はメンバーがワークショップを運
営しようと考えていたが、フォトプロッ
プスワークショップを個人的に開催して
いる方とメンバーの一人が偶然知り合
い、講師をお願いすることにした。

また、「ピクニックに行きたいが、一
緒に行く人がいない。一人だと行きづら
い。」と声をかけられたことから「相席
シート」を設けることにした。相席シー

トとは、バーのマスターのようにお一人
さまの話し相手になる存在で、このイベ
ントに関わってくれた方々に協力を依
頼した。マスターは 1 時間交代、あらか
じめプロフィールを公表し、お一人さま
は、話してみたいマスターのいる時間帯
に訪れることができるよう配慮した。

この他にも、メンバーのネットワーク
を活用して、公園の周辺店舗や企業など
に協力を依頼した。例えば、クレープ屋
はトッピング・スープ無料のキャンペー
ン、カフェ＆ダイニングはブランケット
の貸与、カフェレストランはイス・テー
ブルの貸与、飲食店と美容院はチラシの
設置配布、塗装屋は軽トラックの貸与、
絵描きは会場でのライブペイントなど、
多くの方が協力してくださり、充実した
イベントとなった。

これらは無償で対応してくださったも
ので、フードトラック・ヨガ・フォトプ
ロップスワークショップに関しては、売
上の 20％を手数料として納めていただ
くよう調整した。なお、ヨガ講師のカイ
先生は「公園の利活用のために」と売上
を全額寄付してくださった。

公園の使用については、松山アーバン
デザインスクールの所管課である松山
市役所 都市・交通計画課から公園管理
者である公園緑地課に公益的なイベン
トである旨を説明してもらい、使用料の
支払いは免除された。

３．周知・広報　　　　　　　　　
そもそも取り組みを知ってもらわなけ

れば、効果は限定的になってしまう。私
たちは情報発信に力を入れた。

まず、SNS の情報発信として Face-
book、Instagram、Twitter、HPを開設した。
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１つ目は、一過性のイベントにしない
ことである。情報発信をするうちに「今
度のイベントで　　〇〇をやってはど
うか？」という提案を受けることがし
ばしばあった。実際に採用したものも
あるが、採用するかどうかはイベント
後にも継続できる「担い手」が想定さ
れるかどうかで判断した。提案してい
ただくことは嬉しかったが、担い手が
想定されないものは実施しないという
方針を貫いた。

2 つ目は、補助金を使わないことであ
る。松山アーバンデザインスクールで
は活動費が支給されるが、私たちの活
動は社会人メンバーが費用を負担した。
補助金を使うと収支が甘くなりがちで、
自らの費用で行う場合とでは緊張感が
違う。グッズ購入代やチラシ印刷代な
どの経費は、ピクニックグッズのレン
タル料やフードトラックの出店料など
で賄うよう計算し、もし収益が出た場
合は次の事業に充当することとした。
なお、結果としては、雨天でピクニッ
クグッズの貸出ができず、8,000 円ほど
の赤字となった。
５．企画実施　　　　　　　　　　

イベント開催予定日の 10 月 15 日は雨
予報だったため翌週に延期したが、延
期日も台風のため開催できず、結局 11
月 26 日に開催することになった。1 ヵ
月以上遅れたため、当初は考えていな
かった寒さ対策も必要になったが、準
備期間が長くなったお陰で、イベント
のクオリティは高まった。

開催日が近づくにつれて、情報発信の
頻度を高め、前日までにグッズの購入
やバルーンの発注などを済ませた。

SNS は、媒体の特性を活かした情報発
信をするよう心掛けた。Facebook は、
社会人メンバーが管理し、30 ～ 40 歳代
をターゲットに取り組みの経緯を細か
く発信した。Instagram は、大学生メン
バーが管理し、若い世代をターゲットに
フォトジェニックな写真を投稿し、ポッ
プな文面で情報を発信した。Twitter は
他とは趣向を変え、独り言をゆるく呟く
ことにした。HP は、取り組みの全容が
分かるよう、活動の目的などを掲載し
た。小まめな情報発信の甲斐あってか、
Facebook の「いいね」数は、開設から
2 か月足らずで 100 人に達し、2018 年 3
月 13 日時点のフォロワーは 160 人であ
る。

次に、メディアへの情報発信として、
①ラジオ、② web メディアのニュース、
③ web マガジンのレポート、④松山の
老舗ホテルのブログ、⑤松山市役所の
プレスリリースなど、ネットワークを
駆使して、なるべく多くの媒体で露出
するよう努めた。

最後に、紙媒体での情報発信としてチ
ラシを作成した。1,000 枚発注し、メン
バー行きつけの飲食店や美容院、コワー
キングスペースなどを一軒一軒回って、
チラシの設置配布をお願いした。

なお、SNS やチラシで情報を発信す
るにあたり、事前に当日と同じ状況を
整え、広報用の写真を撮影した。バルー
ン購入代や手間がかかったが、フォト
ジェニックな雰囲気が伝わる写真を撮
ることができた。

４．２つのこだわり　　　　　　　　
この活動を行う上で、こだわったこと

が２つある。
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当日は、開始時刻の 2 時間前から準備
を開始した。グッズ貸出の受付として使
う屋台を軽トラックで運びこみ、会場で
は業者から配達されたバルーンの配置や
屋台の組み立てなどを分担して行った。
降水確率は終日 50％。準備中に小雨が
降りだしたため、あらかじめピクニック
シートを配置することはできなかった
が、諦めずに雨が上がるのを待った。

開始時刻前、ルリイロサンド目当ての
客が 2 組訪れた。ルリイロサンドが到着
してからも行列は途絶えず、フード類は
終了時刻前に完売した。

瑠璃色のフードトラックが園路

瑠璃色のフードトラックが園路を歩く
人の目を引く

小雨は止まず、フォトプロップスワー
クショップは屋台で開催することにし
た。対象者はインスタ映えを気にする若
い世代を想定していたが、小学生やご婦
人が参加された。

ヨガ開始時刻になっても小雨は降り続
け、開催を諦めようとしたところ、ヨガ
講師のカイ先生が傘を使った「アンブレ
ラ・ヨガ」を考案された。立ったまま、
傘を持ったままのスタイルで行う斬新な
ヨガは意外と好評だった。

日本初 ? 傘を使ったアンブレラ・ヨガ

イベントも終盤に差しかかった頃、雨が
止んだためコタツを出すことにした。寒
さ対策としてあらかじめコタツを準備し
ており、貼るカイロで暖をとった。この
コタツはメンバーが自宅で使っているも
ので、軽トラックで会場まで運搬した。
園路を歩く人たちは、芝生広場のコタツ
でみかんを食べたり、トランプをしたり、
自宅のように寛ぐ私たちを驚きの表情で
眺めていた。

コタツには早生ミカン (1 個 50 円 ) を用意

結局、ピクニックグッズの貸し出しは
できなかったが、多くの方が立寄ってく
れた。最後は、近くにいた子どもにバルー
ンを配り、片付けをして終了。天候には
恵まれなかったが、公園の新しい可能性
を感じる一日だった。
ピクニックイベントの概要
企画名 城山公園ピクニック
実施日時 2017 年 11 月 26 日（日）
実施場所 城山公園（堀之内地区）
企画内容 おしゃれピクニック
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参加者数 23 人

収支

収入 6,250 円
（フードトラック出店料等）
支出 14,190 円

（バルーン、チラシ印刷費等）
※雨天のためピクニックグッズの貸出
は実施できず。

６．成果　　　　　　　　　　　　  
ピクニックイベントは一日限りだった

が、いつでも気軽にピクニックできない
と意味がない。そこで、公園内のカフェ
レストラン「the park M’ s coffee」にピ
クニックグッズの貸出サービスを提案し
たところ、快諾していただいた。
「the park M’ s coffee」は、愛媛で知

らない人はいない、郷土料理で有名な「か
どや」グループが初めてプロデュースし
たカフェレストランである。店長の吉田
様に有料・デポジット制の貸出を提案し
たところ「喜んでくれるなら無料でいい」
と太っ腹な回答を頂いた。

3 月中旬から、ホットドックやドリン
クなど、テイクアウト商品を購入された
方に無料でシート・トレーを貸し出す
サービスを開始する予定である。

７．今後の展望　　　　 　　　　　
冬は凧あげ、春は長縄跳び、夏はナイ

トピクニックというように、今後も季節
毎に公園の新しい使い方を提示してい
く。人と公園を繋ぎ、仕組みをデザイン
する役割として、公園とまちを変えたい。
ご協力いただいた方々　　　 　　      　
稲見益輔さま（マツヤマンスペース）／井上
和俊さま（クルスポ）／井上広宣さま（会社員）
／ Kai Takashi さま（ヨガ講師）／コノミさ
ま（フォトプロップスワークショップ講師）
／武智昭文さま（松山市役所）／平野達哉さ

ま（ひら屋）／マインさま（道化絵師）／正
岡貴達さま（ルリイロサンド）／ Asunaro さ
ま／株式会社 MGK さま CREPE&CAFE Hi5
さま／ the park M’ s coffee さま／下灘珈琲
さま／ Japanese Dining にの さま／ hair cir-
cle geep 千舟町店さま／

Appendix    　　　　　　　　　　 　　
活動スケジュール
6 月 16 日　「稼ぐまちづくり」を掲げてグループ

結成→企画構想
7 月 28 日　 テーマを「公園まちづくり」に決定

8 月 1 日　 イベント概要・日程決定（市公園緑地
課に申請）

8 月 28 日　 イベントの詳細決定（おしゃれピク
ニック）

9 月 5 日　 Instagram、Twitter 開始
9 月 20 日　 Facebook 開始

9 月 21 日　 ヨガ、フォトプロップス WS、フード
トラック調整開始

9 月 23 日　 メンバーでピクニック MTG
9 月 24 日　 HP 開始
10 月 15 日 イベント開催予定日→雨で延期
10 月 22 日 イベント延期日→台風で延期

11 月 24 日 イベント開催公園内のレストランにピ
クニックグッズ貸出事業を提案→快諾

11 月 26 日 イベント開催（ただし小雨）
11 月～　 「ピクニックのススメ」作成
12 月～　 第 2 弾冬イベント企画構想
3 月 10 日　「凧あげまつり＠城山公園」開催
3 月中旬　 ピクニックグッズ貸出開始予定

メディア掲載

もぎたてテレビ／リビングまつやま／ FM 愛
媛まちラヂ／松山経済新聞／ Yahoo! 地域情
報／道後山の手ホテルブログ／ソトノバ／松
山市プレスリリース

準備物・調達先
シート・トレー・シャボン玉（ダイソー）／シャ
ボン玉（東急ハンズ）／バルーン（バルーン・
アンジュ松山）／みかん（太陽市）／チラシ

（プリントパック）
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１．なぜ「裏通り」？　　　　　　
松山市の中心市街地である大街道や銀

天街近辺では、多くの人々が行き交い、
平日・休日とも賑わいを見せている。し
かし、商店街のアーケード内の店舗を
見ると、全国規模のチェーン店も少な
くない。もちろん、チェーン店には「入
りやすい」「値段が手頃」など、チェー
ン店ならではの良さもあるが、店舗の
売り上げが地域外に流出していること
も事実だろう。

一方、アーケードから一本裏に入った
裏通りには目を移すと、地元ならでは
の魅力的なお店がたくさんあることに
気付く。アーケードのある表通りを歩
いているだけでは、なかなか目に留ま
り難い。裏通りが気になっているけど、
入るのに躊躇している人もいるかもし
れない。そこで、私たちは、こうした裏
通りの魅力を皆にもっと知ってもらい、
裏通りを楽しんでもらいたいと考え、こ
の活動をスタートした。

２．「裏通り」でしか過ごせない
　　「休日」の楽しみ方　　　  　　

最初に、今回の企画のコンセプトと
ターゲットを決めた。グループ内で議論
を重ねた結果、私たちが特に伝えたかっ
たのは、「裏通り」でしか過ごせない「休

日」の楽しみ方であるという結論に至っ
た。そこでグループの名前を「休日プラ
ンナーズ」とし、裏通りでの休日の過ご
し方をプランニングすることにした。グ
ループのメンバー 4 名とも大学生であっ
たため、ターゲットは私たちと同世代
の若者に絞った。
　次に、裏通りの情報をどのように発信
するかを考えた。マップ、ＳＮＳ、パン
フレットなど、様々な発信方法を考え
たが、「気軽に手に取りながら、裏通り
を歩いて欲しい」という思いから、雑
誌調のフリーペーパーを作成すること
にした。
　発信方法の検討と同時に、裏通りで
のまち歩きの活動も行った。

裏通りのお店の調査

裏通りにしかない雰囲気を感じようと、
実際に裏通りを何度も歩いた。すると、

休日プランナーズ
裏通りを紹介するフリーペーパー

『MUST』の作成
大岡航　　（松山大学 3 回生）
篠永信一朗（愛媛大学 2 回生）
矢野友葉　（愛媛大学 2 回生）
米澤友梨子（愛媛大学 1 回生）
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今まで入ったことのなかった素敵なお
店や、そこでの魅力的な人やものと出
会うことができ、より一層裏通りの魅
力を感じ取ることができた。

３.　4 つのテーマ　　　　　　　　
企画コンセプトの決定、情報発信の方

法、まち歩きの実地調査を終え、いよ
いよフリーペーパーの作成へと入った。
まず私たちが行ったのは、雑誌に載せる
コンテンツの具体化である。それぞれ
のメンバーがどれだけこだわりを持ち
ながら、楽しく作れるのかを考えた末、

「自分達が裏通りで最も好きなもの、興
味のあるものを載せよう！」というこ
とになり、「休日」と「裏通り」に加えて、
それぞれのメンバーが「好きなもの」を
掛け合わせた紹介ページをそれぞれ作
成することになった。4 人のメンバーが
選んだテーマは、それぞれ「休日」×「裏
通り」×「ご褒美さんぽ」、「？」、「糖分」、

「究極デート」の 4 つである。
「ご褒美さんぽ」のテーマでは、〝わた

し″主観の特別な意見や感動を大切に
した。写真ではなくイラストをメインに
使用し、文章も日記調で書くことによ
り、個人の感情を一番に押し出したもの
になっている。読んだ人一人ひとりがそ
れぞれの目線で裏通りの素敵なお店を
楽しんでくれるといいなと思っている。
「？」のテーマでは、裏通りにあるお

店や商品を紹介するのではなく裏通り
の道に注目し、普段何気なく通っている
道にあるのに気づいていないスポット
を紹介している。これらのスポットはた
だ紹介するのではなく、謎解きや宝さ
がし感覚で裏通りを実際に歩いて探し
てもらえるように作成した。これをきっ

かけに裏通りの雰囲気や景色を知って
もらい、裏通りに興味をもってもらい
たいと考えている。
「糖分」のテーマを作成する上で、特

にこだわった点は、完全に甘いものに特
化した点だ。スイーツはどの世代の人も
好むと思うし、特に大街道・銀天街によ
く行く若い女性層は甘いものが好きだ
と考えたからだ。さらに、若い女性の口
コミの力は絶大だ。若い人達に甘いもの
を紹介することにより、彼らを中心に裏
通りの魅力を感じてもらい、その輪が
どんどん広がっていき、足を運ぶ人が増
えるのではないだろうか――このよう
な想いを持ってこのページを作成した。
また、休日だからこそ時間を忘れてた
くさんスイーツを食べ、読者が幸せな
気分になってほしいと考えている。
「究極デート」のテーマでは、〝休日″

に〝裏通りでしか過ごせない″にこだ
わったデートを提案した。ターゲット
が大学生ということで高校生の頃には
気づけなかった裏通りの良さを意識し
た。何かと忙しい大学生カップルの〝二
人だけの休日″を楽しんでもらえれば
と思っている。

『MUST』の紹介ページ
(「休日」×「裏通り」×「ご褒美さんぽ」)
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4．『MUST』の作成・発行　　　　  
テーマの決定後は、各自の構想を具体

的に膨らまし紹介させていただきたい
店舗への取材を行った。取材時間の調
整など、メンバーの力だけでは難しい
こともあったが、地域の方々の温かい
ご協力のおかげでスムーズに行うこと
ができた。

また、各自の紹介ページの作成と同時
に、フリーペーパーの名前の決定や表
紙の作成に取り掛かった。「街中の裏通
りを紹介していること」と「ここだけ
は外して欲しくない、必ず見に訪れて
欲しい」ことを掛け合わせ、フリーペー
パーの名前を『MUST（Machinaka Ura 
Street Times）』と決定した。表紙には

「裏通りの雰囲気が伝わるものにしたい
という思いから、実際の裏通りで撮影
した風景を用いた。

今回、それぞれの紹介ページの作成に
あたって、プロの編集者の方からもアド
バイスをいただいた。『MOBURU』編
集者の板垣さんに来ていただき、人を
惹きつけるフレーズについてのアドバ
イスや、写真のバランスについてのア
ドバイスをいただいた。

打ち合わせ風景

直接的に伝えるのではなく、間接的に
感じさせる言葉選びなど、自分達の発

想には無かった、プロならではのコツ
を教えていただいた。

表紙や各自の紹介ページの内容が具体
化してきた段階で、松山ビジネスカレッ
ジの篠原さんにもご協力いただいた。
ページ内のレイアウトや書式、背景な
ど、『MUST』全体のデザインについて
ご協力をいただいた。篠原さんのご協
力のおかげで完成度を格段に高めるこ
とができた。　

その後も、様々な方からのアドバイス
を受けて、修正・改善を行い、フリーペー
パーの紙面が完成し製本に移った。株
式会社コピー愛媛さんにお願いし、紙
質や部数の決定を行い、製本していた
だいた。このように様々な過程を経て、
自分達の『ＭＵＳＴ』が完成した。
企画内容
企画名 裏通り紹介紙『ＭＵＳＴ』の発行
実施日時 2017 年６月～ 2018 年 2 月
実施場所 大街道・銀天街周辺の裏通り

企画内容 
大街道・銀天街の裏通りにあるお
店を紹介する冊子『ＭＵＳＴ』の
制作・発行

『MUST』の表紙

5．今後の展望　　　　　　　　　  
『MUST』の今後の展望として、継続
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的な発行も視野に入れている。「休日」
×「裏通り」×○○の部分を変更したり、
シーズンに合わせた内容のものにした
りして、バリエーション豊富な『MUST』
の発行を行っていけると考えている。

ただし、今後の課題として挙げられ
るのは出版費用の問題である。今回は、

『MUST』発行の第一歩という位置づけ
のため、フリーペーパーという形態を
とったが、今後は販売という形をとっ
たり、広告費を募ったりするなど、出
版費用を賄うことも考えていくべきだ
と考えている。そのためには、初版の

『MUST』をより多くの方に手にとって
いただけるよう設置場所や設置の方法
を工夫して行うとともに、第２回以降の
出版物の完成度をより高いものにでき
るよう、紙面やコンテンツの改良を行っ
ていくことが必要だと考えている。

この活動を継続的に行っていくことに
より、裏通りの魅力がより多くの人に
伝わり、街中の賑わい創出につながれ
ばと思う。
ご協力いただいた方々 　　　　　　　  
Uzumaki café さま／ WALLPAPERHOUSE さ
ま／小川直史さま（愛媛大学）／ Cup cake 
3rd Street さ ま ／ GLABBISH さ ま ／ Salut-
サリュ - さま／篠原知子さま（松山ビジネス
カレッジ）／ TAPIOKA sola café さま／たべ
もの 雑貨 enowa さま／ PARK SIDE CAFÉ
さま／ Funny’ s waffle さま

Appendix    　　　　　　　　　　　　 
活動スケジュール
6 月 6 日　 グループ結成
6 月～ 7 月　 現状分析
6 月～ 9 月 企画立案①（裏通り MAP）

裏通り調査（飲食店・雑貨店巡り）
9 月 28 日　 打ち合わせ・企画立案②（『MUST』

作成の基本コンセプト決定）

10 月 13 日　 打ち合わせ（各自テーマの決定）
10 月 27 日　 雑誌名・記事で統一するデザインや

タイトルについての話し合い
10 月～
11 月　

記事作成と取材・調査期間

11 月 14 日　『MOBURU』編集長の板垣さんと打
ち合わせ

11 月 17 日　 表紙デザイン案の作成
11 月 27 日 打ち合わせ（最終報告会までの日程

調整）
11 月 28 日 〃
12 月 4 日 松山ビジネスカレッジの篠原さんと

UDSM の小川さんと打ち合わせ
12 月 7 日 〃
12 月 8 日 コンセプト文の完成
12 月 9 日 〃
12 月 12 日 篠原さん、小川さんと打ち合わせ
12 月 14 日 篠原さん、小川さんと打ち合わせ

最終報告会の原稿作り
12 月 15 日 最終報告会のスライド作成
12 月 16 日 最終報告会
1 月～ 2 月 『MUST』の最終調整
2 月～ 『MUST』の配布

メディア掲載
松山市ホームページ
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１．公共交通に着目した背景　　 　
松山市の路面電車は、本数も多く便利

であるものの、乗り慣れない利用者に
とってはどの電車が目的地に向かうの
か、また乗り方について分かりやすい
とは言えない。このような路面電車利
用の分かりにくさは、公共交通利用や
外出の機会低下が危惧され、街への関
心の低下にも繋がるのではないかと考
えられる。そこで松山の魅力を再発見
してもらいながら公共交通に親しみを
持ってもらうことを目的とし、昨年度の
10 月 16 日にアーバンデザインスクール
2 期生としてクイズラリーを企画・実施
した。2 期生としての企画では、参加者
から ｢ 新たな発見があった ｣｢ １day チ
ケットのような便利な切符があること
を知れてよかった ｣ などの意見を得るこ
とができ、概ね目的を達成できた。そ
こで、公共交通をより多くの人に親し
みを持ってもらいたいと考え、3 期生と
して昨年の企画を継続することにした。

２．活動内容　　　　　　　　 　　
まず、クイズラリー用のクイズの作成

や、イベント日の調整を行い、具体案決
定後には広報活動を行った。クイズの作
成には、文献やインターネットから情報
収集し、松山市の歴史、文化、地理など

の項目からクイズになりそうなものを
選定した。その後、現地へ足を運んだり、
文献やインターネットでさらに情報を
深め、現地に行ってきちんと周遊するこ
とのできるクイズになるよう試行錯誤
した。また、ターゲットは子どもを対
象としていたが、同行する保護者の方も
楽しめる難易度になるよう、出題形式や
言い回しの配慮にも努めた。なお、ス
クラッチカードのデザインは昨年と同
じものを使用した。さらに、問かなかっ
たクイズについても関心を深めてもら
えるように各問題を解説した解説集を
作成した（図 1）。

また、広報活動としては、イベント周
知のため、チラシを市内電車周辺各小
学校に直接配布した（図 2）。

図 1：解説集

まつトラムラリー
まつやまのトラムを使ってクイズラリー

川崎一歩（愛媛大学）
神田智博（愛媛大学）
髙橋健人（伊予銀行）
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図２：まつトラムラリーのチラシ

３．スクラッチカードの遊び方　 　
参加者にはスクラッチカード（図３）

とクイズ集を配布するカードに配布す
る。カードには スクラッチが 5 行 3 列
並んでおり、各行 3 つのスクラッチの
中から 1 つを選んで削ってもらう。出
てきた番号に該当するクイズに答える
ために、路面電車を使ってヒントのあ
る駅まで行ってもらい、クイズ集のク
イズを解いてもらう。

図 3：スクラッチカード

４．企画実施　　　　　　　　　　 
当日は 51 名の方に参加していただい

た（表 1）。スタート地点は道後温泉駅
前広場とした。13 時に集合し、参加者
全員が揃ったところで、ルール・注意
事項の説明を行い、クイズ集、スクラッ
チカード（子どもの人数分）を配布した。
なお、事前に 1day チケットを購入され
ていない方には駅で各自チケットを購
入していただいた。
　スタート後、班員 3 人は乗換地点等
の注意地点の様子を確認後、ゴール地
点である UDCM 前のみんなのひろばで
待機した。参加者は各自クイズラリー
を進め、2 時間～ 3 時間程度でゴールし
た。参加者の様子としては、たとえば、

「松山市駅の地下街にいるまつちカッパ
の似顔絵を描こう」というクイズに対
して、熱心に描いて来てくれたり（図 4）、
電停では電車の乗り方を確認している
様子が見られた（図 5）。ゴール後は答
え合わせを行い、解説集と景品のクリ
アファイル（図 6、図 7）を渡した。また、
保護者の方には本企画の感想や評価に
関するアンケートに答えていただいた。
表 1：企画概要
企画名 まつトラムラリー
実施日時 2017 年 12 月 2 日（土）
実施場所 伊予鉄道市内電車周辺
企画内容 公共交通（市内電車）を利用したクイ

ズラリー）
参加者数 51 人
準備物 スクラッチカード（3,456 円）、スクラッ

チシール（2,160 円）、クリアファイル
（42785 円）、クイズ集、解説集、4000
枚のチラシ
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図 4：まつちカッパの解答の様子

図 5：電停で電車の乗り方を確認している様子

図 6：答え合わせ

図 7：だいやもんどくろすくん

5．成果と課題　　　　　　　　　 
参加者からは、｢ 本格的なラリーだっ

たので楽しく過ごせた ｣、｢ クイズの内
容が大人でも楽しめる内容だった ｣ など
の感想があり、楽しんでもらえた。また、
｢ 電車という身近な乗り物を日常生活に
取り入れたい ｣ という声があった。

また、参加した保護者を対象にアン
ケートで路面電車に親しみを持てたか
を聞いたところ 72％の人が親しみを持
てた ( 図 8)、残りの 28％の人について
もまあ親しみを持てたと答えた ( 図 9)。

成果については、上記に加え、まつト
ラムラリー終了後に、愛媛結婚支援セン
ターより婚活イベントにまつトラムラ
リーを取り入れたいという依頼を受け、
波及効果を生むことができた。当日は
県外から来られる方、市内に住んでい
る方の両者が公共交通、松山に親しみ
を持ってもらえるようクイズ内容、ルー
トを考案し、実施した。なお、当日は
大盛況となった。
　また、今回のまつトラムラリーの取り
組みを路面電車サミットで発表する機
会をいただいた。これまでの取り組み
を路面電車関係の NPO 団体の方々の前
で発表させていただいた。

今回のアーバンデザイン 3 期生として
の企画の課題としては、運営人数が３人
に対して 51 人は企画を実行できるギリ
ギリの体制であった。今後は、年１回の
イベントではなく、複数回少人数制で開
催し、イベント運営にゆとりを持たすべ
きであると考える。また、募集人数に対
してチラシの配布枚数が多すぎたため、
高コストとなってしまった。チラシのみ
ではなく SNS などの低コストな広報と
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の併用をするなどの対応が考えられる。

図 8：アンケート結果 1

図 9：アンケート結果 2

ご協力いただいた方々　　　　　　　　      
伊予鉄道株式会さま / えひめ結婚支援セン
ターさま / 株式会社六時屋さま / 坂の上の雲
ミュージアムさま / まつちかタウンさま / 松
山市役所さま / 労研饅頭たけうちさま / 尾崎
先生 / 片岡先生 / 柳原先生 /UDCM のみなさ
ま

Appendix    　　　　　　　　　　　　    
活動スケジュール　　
6 月 16 日　 グループ結成
６ 月 下 旬 ～
夏

各自情報収集（松山市内のクイズス
ポットの捜索および公共交通イベン
トの事例調査、街歩き）

9 月 22 日 中間発表での意見を受けて市内電車
のみのコース確定

10 月 15 日 実 施 日 等 を 変 更（ 当 初 11 月 18 日
→ 12 月 2 日に変更）

10 月中旬 スクラッチカード作成、クイズ案の
調整

11 月 10 日 UDS にて、羽藤先生より「だいやも
んどくろすくん」の案をいただく

11 月 17 日 景品決定（クリアファイル「まつや
まだいやもんどくろすくん」片岡先
生作）

11 月 23 日 クイズ所要時間の確認
11 月 24 日、
27 日

小学校へチラシ配布

10 月 22 日 後援許可申請、クイズ冊子、解答集、
スクラッチカード、景品納品

12 月 2 日 まつトラムラリー実施
12 月 18 日 婚活イベント打ち合わせ
1 月 14 日 路面電車サミット　発表
1 月 16 日 婚活イベント　プレイベント
1 月 27 日 婚活イベント実施

メディア掲載
朝日新聞　2018 年 1 月 15 日（紙面・デジタル）
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松山アーバンデザインスクール 3 期生

石川 茉帆　　伊予絣班

大岡 航　　　休日プランナーズ

岡林 千夏　　かやまちクラブ

奥村 尚登　　公園まちづくり＠松山

川崎 一歩　　まつトラムラリー

神田 智博　　まつトラムラリー

治京 伽奈　　伊予絣班

柴田 萌　　　伊予絣班

篠永信一朗　休日プランナーズ

高木 里歩　　かやまちクラブ

高橋 健人　　まつトラムラリー

高橋 美有　　Nexus

武井 泰子　　伊予絣班

竹中 優子　　伊予絣班

田所 佳奈　　かやまちクラブ

田中 友理　　伊予絣班

冨永 真生　　公園まちづくり＠松山

中出 舞　　　公園まちづくり＠松山

平田 晋太郎　Nexus

福永 晃　　　Nexus

真瀬 充臣　　公園まちづくり＠松山

松尾 太聖　　公園まちづくり＠松山

松山 怜奈　　Nexus

光永 早織　　公園まちづくり＠松山

矢野 友葉　　休日プランナーズ

吉田 勇樹　　Nexus

米澤 友梨子　休日プランナーズ

渡部 敦大　　かやまちクラブ



31

アーバンデザインスクール運営委員会より

さて、問題です。「まちづくり」
に対する自分なりの答えは見
つかりましたか？
スクールの活動に真剣に取
り組んだみなさんであれば、
きっとその答えが見つけられ
たのだと思います。スクール
で得られた経験を、ぜひ人生
の財産に変換してください。
みなさんのご活躍を期待して
います！

私は、今年度からの参加とな
りましたが、学生や社会人の
アイディアや行動力と街・地
域の力が結び付いた時に起こ
る科学反応には、驚きました。
今後も今回の各取り組みのよ
うにトップダウンではなく、
街や市が自分で成長していく
ような取り組みに期待したい
と思います。

新しいテーマにチャレンジ
し、最後まで粘り強く取り
組みましたね。是非、これ
からもそれぞれのフィール
ドにおいて、地域社会のた
めに貢献していかれること
を期待してます。ご卒業お
めでとうございます！

活動報告会でのみなさんの
顔、よかったです。テラス
で、または現場で、一筋縄
ではいかないハードルをひ
とつひとつ乗り越えた結果
だと思います。考えること
と現場に立つことは、車の
両輪のようなものです。こ
れからもこの二輪を回して
いってください。

修了おめでとうございま
す。自ら考え、実践する、
というスクールで学んだこ
とをこれからのみなさんの
人生で活かしてもらえると
嬉しいです。半年間、一緒
に活動できてとても楽し
かったです。ありがとうご
ざいました。

松山大学
経営学部准教授

河内 俊樹

豊橋技術大学
建築・都市システム
学系講師

小野 悠

愛媛大学
アーバンデザイン
研究部門 講師

尾崎 信

聖カタリナ大学
人間健康福祉学部助教

齊藤 拓真

愛媛大学
社会共創学部准教授

羽鳥 剛史

発行　　2018．3
発行者　松山アーバンデザインセンター

愛媛大学
社会共創学部助教

片岡 由香

スクール３期生のみなさん、
おつかれさまでした！いろい
ろと慣れないことにチャレン
ジして大変だったことと思い
ますが、自分達で立ち上げた
企画を最後までやり遂げてみ
ると、なかなか今まで経験し
たことのない楽しさや、やり
がいを感じることもあったの
ではないかと思います。
これからも様々なアプローチ
で松山を良いまちにしていき
ましょう！
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